
第 6 回社内写真コンテスト
毎年、 社員研修旅行の旅先で写真を撮り
投票によるコンテストを開催しています。
今回の小豆島は、 インスタ映えスポットが
多い島として有名で、 皆さん趣向を凝らした
写真で勝負︕果たしてその結果は･････。

1 位　【TSUMANDE-MITA】　松嶋隆信
2 位　【 ・ ・ ・ いる︕】　　　　　 渡内　礼
3 位　【時の足音 IN 小豆島】 和田知子

　　　　　　　　　　　　　営業卸部門　甲佐　

社員研修旅行
絶好の秋日和。 近くなのに行く機会がなかなかなかった小豆島へ。 海も凪いでフェリーから
の眺めも気持ち良く出発です。 大坂城残石記念公園になっている道の駅で全員集合し、
向かうは今日の難所、 小豆島八十八か所の一つ笠が龍。 鎖を伝って登るというので手袋
を渡され、 いざ。 ごつごつした岩を足場に一歩また一歩と登りきりました。 お参りを済ませ、
やれやれと一息つき、 向こう遠くに見える香川県さぬき市も確認でき、 良かったねーと言い
合ったりしました。 しかし、 本当の難所は午後から向かった小瀬の重ね岩でありました。
階段が長く続き息切れしそうな処でやっと頂上。 と思いきやそこは中間地点。 居合わせた
地元の方より 「ここからは猿になって登ってください︕」 とのありがたい︖お言葉をいただき、
先に進めば膝上はあろうかという岩の階段と、 小さい石がゴロゴロと足元危うい斜面のくり返
し。 「なんの罰ゲームや」 と突っ込みを入れながらもいよいよ山頂へ。 着いた途端今までの
事すべてチャラにしてしまう絶景︕眼下に瀬戸内海。 空が大きい。 光がいっぱい。 地元の
方の案内で、 大岩に両手を当て悪気をはき出し、 新しいパワーをもらう。 気分リフレッシュ
のパワースポット。 皆元気になりましたか︖ちょっと疲れたけれど、 楽しい 2 ヶ所のプラン。
チョイスしてくださった方ありがとう。
帰り道、 国の有形文化財指定のマルキン醤油記念館に。 長い歴史のある建物に道具や
資料。 香ばしい独特の臭いもなぜか懐かしく 「物言わぬ諸味なれども　ふつふつと涌く大桶
に　落日差し込む」 の句が壁にあり。 風情ですね。
小豆島の事をいろいろ知った 1 日。 ありがとうございました。　　　　 　　事務部門　志度谷

社員紹介 №2　
今号は大阪営業所所長の甲佐を紹介します。
会社では営業卸部門のリーダー、 家庭では娘 2 人の良きパパです。

１. 氏名　　　　　　　　 甲佐隆敏
２. 部門　　　　　　　　 営業卸（大阪営業所）
３. 入社年月日　　　  2002 年 1 月 7 日
４. 誕生日　　　　　　  1967 年 3 月 16 日
５. 出身地　　　　　　  宮崎県延岡市
６. 高校時代の部活　フィールドホッケー部
７. 趣味　　　　　　　　 ビール飲みながらのスポーツ観戦
８. 一言　　　　　　　　 うちの会社も “ONE　TEAM” で頑張ります

新年のご挨拶

謹んで初春のお慶びを申し上げます。

旧年中はひとかたならぬご愛顧にあずかり、誠にありがとうございました。

おかげさまで弊社も、本年の５月で創業４０周年を迎えることとなりました。

これもひとえに弊社をご贔屓にして頂ける皆様方あってのことと、深く感謝を致しております。

４０年前に、愛知県岡崎市にて石材彫刻の修行を７年間行い、地元香川に帰郷して石像彫刻店

「庵治石彫工房」を創業したのがつい最近のように思い出されます。今では、石像彫刻の仕事は

ごくわずかとなり、ほとんどが石塔を中心とした輸入・製造卸となっております。

この４０年間で石材業界を取り巻く環境も大きく様変わりし、製造の拠点が国内の石材産地から

中国へとシフトしております。４０年の節目の今、

初心にかえり物造りの大切さを忘れずに、皆様方の

ご要望にお応えできるよう、迅速かつ的確な対応を

社員一同心がけてまいります。今後ともご愛顧を賜り

ますよう、宜しくお願い申し上げます。

最後になりましたが、貴社の益々のご発展とご健勝を

お祈り申し上げ、新年のご挨拶とさせて頂きます。

　　　　　　　２０２０年元旦

　　　　　　　代表取締役　太田明彦

2019 年度経営方針中間検討会
石材業界を取り巻く環境は、 私が入社した 17 年前と比べて大きく様変わりしました。
そういった変化の中においても、 お客様からのあらゆるご要望に即座に対応し、 また、
ご満足して頂けることを念頭に、 今期も経営方針中間検討会を執り行いました。
その結果、 様々な課題を抽出することが出来、 その課題を克服するために社員一丸
となって議論を重ねたことで、 お客様と共に成長･発展していける企業へと、 また一歩
前進したことを感じました。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　営業卸部門　横井

なんしょん
庵治石彫工房新聞
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頂上からの絶景　左側手前に
見えるのは小豊島（おでしま）
その後ろは豊島（てしま）

小瀬の重ね岩の前で談笑

　　　　　　　【編集後記】
2020 年の幕開けです。 いよいよオリン
ピックイヤーですね。 開催中はテレビに
くぎ付けになりそうです。 また閏年でも
あります。 墓石業界にとっては頭の痛
い年ですが、 『子』 は繁栄の象徴。
子年の今年は経済だけでなく世の中も
盛り上がること間違いなし !?　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　事務部門　田中
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営業卸部門のアクションプラン
振り返りと対応策の発表


